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「メンデノレ家12人兄弟館の書」について（2）
坂本信太郎
1．はじめに
　前回の文化特集号（早稲田商学第302号，昭和58年12月発行）に引き続いて，
rメンデノレ家12人兄弟館の書」，第一巻，第一部，索引番号31（Amb，317．2。，
M－Bd．1，1Nr．，31Stadtbiliothek　Nbg．）から，肖像画と，これに附されて
いる，描かれた人物の経歴を紹介して，これについて若干の説明を記す。
　尚前稿に記した索引番号の記号，1，1v．，…，について説明が充分でなかった
ので，少しく補っておきたい。これらの数字は，本書に於て当該図が掲載され
ている位置を示す数字であり，同時に，K，Fischer作製の索引の索引番号と
一致している。この数字記号はべ一ジ数ではなく，書物を左からめくっていく
時の丁数（紙数）である。例えば，左からめくって，5ぺ一ジ目の部分は，用
紙を2枚めくった時の右側の部分である。即ちこれは3枚目の用紙（3丁目と
なる）の表の部分に当る。これを3と記す（亦，これは3丁目の右rechtsと
いう意味で，3r．とも記される）。同様に6ぺ一ジ目は，3丁目の裏の部分であ
るので，“裏を見よ”（▽ertatur）という意味で，v一（或いはVert．）を附Lて
3v．と記す。（番号nがぺ一ジ数2n－1に，nv．が2n頁になっている）。以
上である。
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2．　「メンデル家12人兄弟館の書」
　31．粉飾い屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．35
　粉箭いのErhardと呼ぶ，67Br．，67番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　人の背丈より高い大きな筋箱に向き合って粉節い屋が立ち働いている。木製
の節箱の前面には幅広い長方形の開口部があり，開口部分の2／3は，麻布の垂
れ幕で覆われている。この幕は言うまでもなく，もうもうと舞い上る粉筋の挨
を防ぐ為のものである。粉筋い屋は開きっぱなしになっている1／3のすきまか
ら手をさLこみ，筋，或いは多孔性の布袋をゆさぶって，筋分けを行うのであ
る。箭い分げ用の布は，細い羊毛の紡糸で，ガーゼのように織ったものであ
る。垂れ幕の向こう側で行われるこの作業は，当然見ないで行われることにな
る。
　筋い作業が機械化されたのは，一般には16世紀の初期であったと言われてい
る。それは既に12世紀頃から使われていたとされる水車を利用Lて行われた。
　紛筋いの歴史に関しては下記の文献を参照されたい。
　Joh．Beckmann，Betr註ge　zur　Geschichte　der　Er丘ndungen．Bd，2，Leip－
zig1788．S，40～47．
　ヨハン・ベックマン，西洋事物起原，I．ダイヤ毛ンド杜　昭和55年，p．
299～326．穀物製紛機（飾分けに関係した箇所は，P．310～313に見られる）。
　H．Gleisberg，Technikgeschichte　der　Getreidem廿hle．Munchen1956．
S．39～40．（・・Abh．u．Ber．d．Deutschen　Museum．Jg．24，H．3）．
　31Y．石積み工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・．36
　壁やのHansと呼ぶ，68Br．，68番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
　直方形に仕上げられた石材が，起重機で配び上げられて来て，積み始められ
たばかりの外郭の壁の上に，今据えつげられつっある。
　起重機が据えつけられている場所は，高い粗造りの建物に続いている内郭の
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　Fig．35。粉飾い屋
（Amb．317．2o，Bd．I，31
Stadtbib1iothek　Nbg．）
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　Fig．36．石積み工
（Amb．317－2。，Bd－I，31v．）
壁の背後であ乱起重機の腕は内郭のrはざま胸壁」をこえて，外部の工事現
場まで突き出ている。石材には，起重機のフックの先端のつめが旨くかかるよ
うに小穴が穿ってあるのが見られる。
　石材を所定の大きさ・形に切りとるため，古くは石工は，先ず，原石塊をそ
の大きさ・形に従って，深い溝をノミで切り，次に，その溝に沿ってたくさん
のクサビ孔を掘る。このクサビ孔に，木製のクサビを打ち込み，これを水で十
分にしめらせる。するとクサビは膨脹し，その圧力によって石材は割れる。そ
してこれを仕上げるのである。現在は木製のクサビでなく，鉄のクサビが使用
されている。掘られたクサビ孔に，2枚の鉄板製の小割り板を向き合わせに挿
し込み・これをガイドとして・鉄のクサビをハンマーで叩き込んで割っている。
石工達は・賃金が仕事量と質によって支払われる為，自分が加工した石材に各
自が独自の識別マークを刻んだ。
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　石工は，こて，水準器，下げ振りという道具を便って壁体を積む。一つの壁
体を積む際，構造上の安定を得るために，使用する石の材質を揃え，圧縮変形
を均一にするようにしなげれぱならない。石積みは，冬期には凍害のおそれが
あるので中止された。そして工事半ぱの壁体には，雨水が石材や目地に浸みこ
まないよう，ワラや乾草で覆った。石積みの接着材にはモルタルが使われた。
毛ルタルによる手のあれを防ぐため，．石工達に手袋が支給されたという。
　32．水筒作り
　Trewbelと呼ぶ，69Br．，69番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　丸弓形のフレーム壁，格天井，陳列台のついた長方形の窓，おおまかな筆致
で，仕事場の有様が画かれている。丸い台に座した水筒作りが，換形の金槌で，
水筒の片側を金敷に当てながら細工Lている。金敷の前方には吊り環をつけた
水筒が一個置かれている。そLて窓には革紐をつけた完成品が二個さがってい
る。
　32v．荷馬車の駆者　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g・37
　荷車やのCunczと呼ぶ，70Br．，70番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　27v．図（♀稲田商学第302号，p．ユ98）と同様の図であるが，鞍をつけ，手
綱をつけた二頭立ての点，及び木製の枠組のある四輸車である点が異なってい
る。枠組には撚った革紐が張ってある。ときには，布か皮革の覆いをつけた。
車台には紐をかげた商品の包みがのっている。
　胸帯を用いた古代の牽引具は，馬の牽引力を右効に利用するには不完全な道
具だった。この牽引具では，馬一頭についての索引力は，せいぜい62kg程度
であった。荷重を加えられた際，馬は気管が圧追されて，窒息Lそうになるか
らである。この改善には，馬の首に斜めに取りつけられている胸帯を，図に見
られるように胸部下方に水平に取りつげ，更に胸帯の位置がづり上らないよう
に，腹帯のまん中に固定することである。これで馬の水平方向の牽引力を完全
に把えることが出来る。こうした改善への努力が，12世紀に入ると，近代的な
　158
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F量9．37．荷馬車の一駆者
（Amb．317。γ，Bd．I，32w）
牽引具である，肩都にかける芯入りの首輸を生み出Lれ
　33．寺男
　Genskragと呼ぶ，71Br．，71番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
　腰のベルトに鍵束を下げた寺男が，教会堂の開かれている玄関口に立って，
鐘の引き綱を引き，鳴らしている。この教会堂は，内障に組格子のある2つの
窓，右側方に上都飾りのある窓と筒状に張り出した後陣がある。屋根は瓦葺き
で，棟の小塔には鐘が下がっている。亦東側の破風の上には，クローバの葉形
の飾りのついた十字架が立てられている。
　337．財団管理者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig－38
　1414年，財団創立者の弟peter　Mende1は，祝橿されて，rメンデノレ家12人
兄弟館」の長老管理老に就任す。
　1423年，聖グレゴリウスの精進の正にその日（3月ユ2冒），PeterMendel
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　Fi9．38．財団管理者
（Amb．317．汐，Bd．I，33v。）
死去す。
　彼は九年の間，管理老とLてその職責を果し，この間20人の館の兄弟達を送
った。
　管理老peter　Mendel（1414～23）と，妻Ama，旧姓Stromerが，祭壇
の前に脆いて，数珠をつげ，厳かに両手を合せて祈りを捧げている。祭壇の上
面は，ふさ飾のついた青色の糸で刺繍された敷物で覆われていて，一際立派で
ある。また，祭壇背後には，神々Lく飾りつげられた三面の衝立がある。その
中央には，聖マリアと聖ヨハネを控えた十字架上のキリスト像，両翼にはひげ
を蓄えた聖者が2人，ペソ書きで画かれてい孔
　祈りを捧げているべ一ター夫妻の足もとには，．メンデル家の紋章と，ストロ
ーマ家の紋章が画かれている。べ一ター夫人は頭巾をつげており，ぺ一ターは
装飾をほどこLた短剣を，長い皮紐で肩から下げてい乱
　160
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　34．皮ためし工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g・39
　皮やのPeterと呼ぶ，72Br、，72番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
　兄弟館の制服の修道服をはしより，袖をまくり上げたはだしの皮ためし工が，
浸し桶の中の皮を踏みつけている。皮はなめし液に浸され，足でもまれて，液
剤が十分に浸透L，しなやかにされる。なめL液には，ある種の植物の樹皮
（オークの樹皮が最上である）を温水で浸出して得られる薄いタソニン液が用
いられた。そして古くて作用の弱いためし液から，順次新しくて作用の強い液
が用いられた。この方法は十分に作用Lて，なめしを完全にするが，時間がか
かりすぎた。15ヶ月以上も要したという。11世紀までに出来上っていたなめし
の方法には，この植物法（タソニソなめし）の他に，セーム革を造る油法，白
色なめLを行う明磐法がある。
　皮なめし工の背後の壁の棚には，なめし剤の樹皮のカスが植木鉢形の塊りに
Fi9．39．皮なめし工
（Amb．317．2o，B↓I，34）
　Fi9．40．半皮紙造り
（A固b，317．2o，Bd．I，34v．）
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なって置いてある。圧搾，乾燥Lたカスぼ燃料に用いられるのである。棚の縁
には出来上った革がひろげて下げてある。
　皮なめL業の歴史に関Lては下記の文献を参照されたい。
　J．G．Kr肚itz，0ekonomisch－techno1ogische　Encyklop身die．T1．68．Ber－
1in1795．S．5bis733．
　Th．K6rner，Geschichte　der　Gerberei．　In：Handbuch　der　Gerberei－
cheme　md　Lederfabr1katl㎝　Bd1．W1en1944．S1－89
　エA．Sagoschen　und　F．Kimbauer，Der　Gerber　in　der　K㎜st　Wie血
1958．
　34v．羊皮紙造り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．40
　羊皮紙やのFriczと呼ぶ，73Br．，73番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
　羊皮紙造りが，壁にもたせかけた引伸し用木枠に向って，半月形の特殊な削，
り刀で作業している。木枠には，14個のとめ栓があり，皮を張りわたすと共に
乾燥させている。
　羊皮紙の製法。仔牛，ヤギ，仔羊，羊の生皮を8～16日聞石灰水の中に漬げ，
毛をこすりと飢よく洗い，余分の部分を切り去って，木枠にぴんと張り乾燥
させる。そLて羊月形や半円形の特殊な刀物で，表面の突起物を削りとり，厚
さをならし薄く仕上げていく。更に軽石の紛末亦はガラスの紛を混ぜたバンな
どを用いて，滑かに磨き上げる。木枠に引き伸しながら，水洗いし乾燥し，最
後に適当な犬きさに切って出来上るのである。最上質のものは仔牛皮のもので
ヴェラム（Ve1lum）と呼ぱれた。それも生後一週間位のものが最適であると言
㌔羊皮紙はバピルスより作り方が難かしく，高価であったが，4世紀にはも
うヨーロッパでは広く一般に用いられるようになった。しかし中世後期，12世
紀以後は紙にとって代られるにいたった。
　羊皮紙製造の歴史に関しては下記文献を参照されたい。
　K．J．Liithy，Das　Pergament，seine　Geschichte，seine　Anwendmg．
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Bern1938．
　35a．鍛冶屋
　鍛冶やのUlrichと呼ぶ，74Br。，74番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　金敷の右側に立って，金槌で鉄片を加工している。彼の背後には，皮フイゴ
のある壁に作りつけた火炉があ乱図の右下隅は補修されてい飢
　35研．靴修理屋
　古靴直しのNiclasと呼ぶ，75Br．，75番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　靴直しやは仕事用の腰掛げに座して，長い糸を持ち，膝の間にはさんだ靴を
縫っている。作業台の上には数枚の靴底用の革が置いてあり，亦裁断用の半月
形庖丁が突き立ててある。陳列棚乙は修理の出来た靴がならべてある。図の左
隅は補修されている。亦図中の建物の側面と屋根には色が塗られていない。
　靴職人と古靴修理職人とは職分を異にLており，古靴修理屋は，新しい靴を
作ること，売ること，及び新しい革を使用することが禁じられていた。靴屋の
作る高価な靴を買うことが出来ない階層の人々は，古靴修理屋から古靴を買っ
た。
　35b。パン屋
　パソ屋のQuetrerと呼ぶ（図中で初めHermanと書いたのを線を引いて
消し，その下にQuetrerと記してある），76Br．，76番目の死亡者，（1425～36
年の作画）。
　描かれているパソ焼きガマは，半円形の開口炉で，麗口部の真上に細長い火
口を持つ。
　中世には1目2回の食事が普通であった。犬衆の食事は一般に粗食で，パン，
スープ，かゆ，読菜そして魚類が主で肉は週1度あるかなLの程度であった。
　パンは農村では自家製で，各自がパソ焼きカマドを持っていた。パン紛をパ
ソ屋に持っていって焼いてもらうということは，中世の終り頃になってからの
ことである。
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　都市が成立すると，その中には，農村に見られるような賃仕事のパソ屋の外
に，パ：／を市勃こ向けて，専門に焼き，飯売するパン屋が現れた。後者は，12，
3世紀頃にはツソフトを結成し，市場を独占した。
　35bv．ぶどう栽培人
　ぶどう畠のFrantzと呼ぶ，77Br．，77番目の死亡者，（1425～36年作画）。
　兄弟館の制服と，幅広の円盤形麦わら帽子を着けたFrantzが，三目月形鎌
でぶどうのつるの手入をしている。
　ライン川地方にぶどう栽培を伝えたのは，カエサルの軍団であったという。
しかし，ローマ帝国の没落，野蛮人達の侵入は，初期段階のぶどう栽培に犬打
撃を与えた。中世に入ると，キリスト教会，修道院が熱心にぶどう園の保護拡
大に努めた。ぶどう園は9世紀にはヨーロヅパ各地に拡まった。
　36．毛ルタルこね
　毛ルタルこねのCunczと呼ぶ，78Br．，78番目の死亡者，（1425～36年の作
画）。
　浅い握ね箱の中で程ねている。箱の前板のそぱにおいた石で，箱を固定して
いるo
　バリ，モンマルトには，モルタルの原料となる石膏の大鉱脈があり，これは
しかも良質であったので，商品価値が高かった。亦フラソスには女モルタルエ
が居たという。
　36v．石工
　石やのFritzと呼ぶ，79Br．，79番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
石材の型どり，方形の切石の仕上げ，其の他簡単な作業は，未熟練石工にま
かされた。各種の石材加工を自在にこなL，曲線やより複雑な形を刻むこと，
芸術的手腕を要する仕事は熟練した石工の領分であった。
　肌　犬工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．41
大工のPeterと呼ぶ，80Br．，80番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　164
　　　　　　　　　「メソデル家12入兄弟館の書」について（2）　　　　　　　165
　2台の馬にかすがいで固定されている材木を，斧で角材に仕上げてい乱床
上には既に切り整えられた角材が置いてあ私
　犬工道具の歴史に関Lては下記文献を参照されたい。
　J．M．Greber，Alte　deutsche　Holzbearbeitungswerkzeuge．Dt．Volk－
skunde．　Jg．2．1940，H．4，S．171～183．
W．L．Goodman，The　history　of　wood　working　tools．功nd㎝1964．
Die　Geschichte　des　Handwerks　der　Zimmerleute　wird　behandelt　von
A．Moles，Histoire　des　charpentiers．Paris1949．
　家屋の建築のように，個々の材木を組立てて，どのような応力にも耐え得る
構造物を作るのが犬工である。従って，大工の道具は，荒っぽい力仕事に耐え
る必要上，重く，がんじようなものが使われれ図のように，夫きな材木を切
るために，重重のある，幅の広い刃を持った斧頭のついた，両手で握れる位に
　　Fig．41、夫工
（Amb．31τ2。，Bd．I，37）
　　Fi942．染色工
（Amb．317．2o，Bd．I．37v．）
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長い柄のある斧が使われたのである。
　37v．染色工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊9．42
　染やのCunradと呼ぶ，81Br．，81番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　石で築いた炉には染め釜がかけられている。その傍には，染め布を巻き上げ
る装置が据えられている。釜は大低，銅で出来ている。染色工は，弱火で保温
されている染色液を，静かに長柄の撹拝棒で掻き混ぜて，無地の布を青色に染
めている。青色に染めるには一般にタイセイが用いられた。染め布が染め釜か
ら引き上げられたぱかりの時は，まだ青く染っていないが，空気中に吊り下げ
られ，晒されると，次第に青色になってゆくのである。
　染色術に関しては下記文献を参照されたい。
　J．N．Bischof，Versuch　einer　Geschichte　der　F査rbekunst．StendaI1780．
　A．Leix，Farberei　und　F直rberz廿nfte　im　mittelalterlichen　HaI1dwerk．
Ciba－Rundschau．Jg．1936／37，Nr．1．S．10－16．
　M．C．Neuburger，Farbeverfahren　im　Mittlelalter．Ciba・Rundschau．
J＆1936／37，Nr．9，S．313－316．
　H．K1amfoth，Farbe　und　Volk．Zur　Geschichte　des蝸rberhandwerks．
Ber1in1940（an　einigen　Ste11en　zwar　po1itisch　eingeste11t，aber　im
gaηzen　fachgeschichtlich　brauchbar）．
　E　P1oss，Rotfarbungen1m　a1ten　Numberg（um1490）．D1e　BASF．
Jg．6．1956，H．6，S，227－232．
　E．P1oss，Ein　Buch　von　a1ten　Farben．　Heide1berg1962．
　古代及び中世に使用された染料の原料は，殆んどが植物系，動物系の天然か
らのものであった。染料によっては，そのままでは繊維に染着せず，染まらな
いものもある。この場合，染料を浸み込み易くするため，予め繊維を，適当な
媒染剤溶液に，十分浸した上で染めるのである。亦染料に浸して染めただげで
は，概Lて色があせやすい。染色を堅牢にするため適当な媒染剤を用いて，浸
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み込んだ染料を繊維の中で不溶性にする色留めが行われる。古代・中世に於て
最もよく使用された媒染剤ば，明馨である。明磐は出来るかぎり，純粋なもの
でないと，含有されている鉄塩の為めに暗い色調になってしまう。このためそ
の純度が重視された。
　青色染料として重要なのぱイソジゴフェラ・ティソクトリア（こまつなぎ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイセイまめ科）やイサティス・イソジゴティカ（大青，あぶらな科）の葉であった。
〔日本では専ら，ポリゴナム・テイソクトリウム（たで藍，たで科）が用いら
れている。〕原料の葉に水分と温度を与えて醸酵させ，次いで空気で酸化させ
ると，青い不溶性のインジゴ（天然藍）になる。これを石灰液の中で，醸酵・
還元し，水溶性の黄色いインジゴ白（白藍）にする。この液に繊緯を浸して，
大気中にひき上て晒らすと，すぐに丈夫な青色に染まるのであ私
　38．織工
　織やのSeytzと呼ぶ，82Br．，82番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　4v．図（早稲田商学，302号，p．179）と同様である。
　38v．鞄製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．43
　鞄やのEberhartと呼ぶ，83Br．，83番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　仕事場の窓の雨戸は，外に押し下げられて，張り出Lの陳列台になってい
乱窓の上方には，革製横長の犬小種々なベルト用さげ鞄を並べて吊り下げて
あ乱亦陳列台の上にも，やや小形の堅長のベルト用さげ鞄と，飾り袋のつい
た小物用鞄が置いてある。
　鞄やは，小形の裁ち板を持ち出して，鞄の側面を裁っている。手には，革細
工人用の半月形包丁を持っている。
　革は昔から，携帯用具や，個人や家庭用品の保管用容器の材料としてよく用
いられた。
　鞄やも袋物職人も同じように，縫合せ，びょう止め，接着などの技術を用い
るが，繊細な細工を誇る袋物職人と異なり，製品の堅牢さを第一とするので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　167
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　Fi9．43．鞄製造人
（Amh317．2o，B乱I，38w）
出来栄えは武骨である。
　39．木挽
　木挽のHeintzと呼ぶ，84Br．，84番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　1図（早稲田商学302号，p．177）と全く同様であるが，1図ではっきりして
いなかったくぽみが，台の下に掘り下げられているのを見ることが出来乱こ
のくぽみは，台の下の木挽助手が，大のこぎりを十分に下方に引く事ができる
ように掘ったものである。図には助手は画かれていない。刃をピンと張る為の
調節装置のない図のような枠型のこぎりは，ローマ・エトルリア時代に現われ，
調節装置のある枠型のこぎり（おさのこ）は中世初期の発明という。
　のこぎりの歴史に関Lては下記文献参照。
　O．J．Nasland，Sagar．Stockholm1937．
　J．M．Greber，Alte　deutsche　Holzbearbeitungswerkzeuge．Dt．Volks一
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kunde．　Jg・2．1940，H．4，S．171～183．
　W．L　Goodman，The　history　of　woodworking　tools．London1964・
　39v．錠前金具作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊9．44
　錠金具やのMertein（Martin）と呼ぶ，85Br．，85番目の死亡老，（1425～
36年の作画）。
　はげ頭の錠金具やが，仕事場の窓枠上に置いてある小さい金敷で細工をして
いる。扉に取り付げる鍵穴の前板を叩いているのだ。陳列台にLている外に押
L開いた雨戸の上には，出来上った扉の蝶番と，飾りのついた扉用錠前が並べ
てある。仕事場の奥には，鍛冶炉が見える。
　40・締め紐作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9・45
　締め紐や（帯ひもやと書いたのを，棒を引いて消Lてある）のDyetzと呼
ぶ，86Br．，86番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　Fig，44．錠前金具作り
（A㎜b．317．2o，Bd－I，39v一）
Fi9．45．締め紐作り
（Amb．317－2o，Bd．I，40）
一69
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　締め紐やは，革製で先に金属クリップのついた紐を作る職人である。この紐
は，衣服の胸紐や，靴紐，或いは仮とじ本などのとじ紐に用いられる・金属ク
リップは，真録や鉄の薄板を切り，丸めて作る。仕事台の傍に据えられている
金敷の上で，クリップを打ちつげている。仕事台には，赤と白の紐の束が置か
れている。亦クリップを入れた丸型容器も見える。
　40v．針金製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・46
　ブランコ乗りのDyetrichと呼ぶ，87Br．，87番目の死亡者，（1425～36年の
作画）。
　ニュルソベルクでは，針金製造人のことをブラソコ乗りと呼んでいる。彼等
はブランコに乗って針金を引っ張る仕事をするからである。
　針金製造人は，重い，がっちりした台座に据えられているダイス鉄板の孔を
通して，太い針金（鉄線或いは真録線）をセットする。そして，大きなヤット
コを持って，ブラソコに座す。両足をつっぱり，ブラソコが後退するとき，ヤ
ットコで針金をしっかり掴み，ダイス鉄板の孔から引っ張り出すのであ乱ダ
イス鉄板は鋼鉄製で種々な直径の孔が，漏戸状にあけてある。針金を所定の直
径に仕上げるために，針金の引っ張り作業は，ダイスの孔の直径の大きいもの
から順に小さいものへと繰り返L行われる。
　針金製造に水力を応用Lた例が14世紀初め，アウグスブルクに出現している
（1351年）。その後15世紀になってニュルンベルクでも水力を応用する製造が
始められた。水力を利用Lたブラソコ式針金製造の図は，Biringuccioの“火
工術”（1540年）の中に見られる。
　針金製造の歴史に関しては下記文献参照。
　0．H．D6hner，Geschichte　der　Eisendrahtindustrie．　BerIin1925．
　F．M．Feldhaus，Die　Maschine　im　Leben　der　V61ker．Base11954，S．
256－257．
　O．Johannsen，Geschichte　des　Eisens．3．Aunage．Dusseldorf1953，
　170
「メ：／デル家12人兄弟館の書」について（2）
　Fi9．46．針金製造人
（Amb．317．2o，Bd－I，40v．）
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固9．47．やすり目立工
（Amb．317．2o，Bd．I，41）
S．172－179．
　10図（早稲田商学302号，p，184，固g－16）のところに記したように，15世
紀の終り頃，鎖かたびらが衰亡したので，鎖に用いられる針金の需用は減少し
た。しかL，縫針製造，絃楽器用の弦の製造，細工用の針金製造等に需要が移
動し生産は増犬していった。ニュルンベルクは，ドイツにおける針金製造の中
心地であった。
　41・やすり目立工　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．47
　やすり鍛冶のCmczと呼ぶ，88Br．，88番目の死亡者，（1425～36年の作
画）。
　やすり目立工は，幅広の鋭利なたがね状の金槌で，金敷に置かれたやすり用
鉄板を叩いている。やすり面に，互いに交差する刻み目を切りこみ，鋭い刃を
造っているのである。刻み込み作業の後に，焼き入れをする。
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　青銅製のやすりは，紀元前400年頃に，鉄製のものは紀元前200年頃に出現し
ていたといわれている。
　作業台の上には，まだ柄は取り付けられていないが，刻み込みが完成したや
すりが置かれている。
　やすりの歴史に関Lては下記文献参照。
　O，Dick，Die　Fei1e　und　ihre　Entwicklungsgeschichte．Ber1in1925．
　また，レオナルド・ダ・ヴィンチの手稿の中には，「自動やすり製造機の設
計図」が見られる。
　41v．荷馬車の駆着
　荷車やのGrunwa1dと呼ぶ，89Br．，89番目の死亡老，（1425～36年の作
画）。
　27v．（早稲田商学302号，p．198）と同様である。
　42．板鎧鍛冶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐g．48
　鐙師のBemhardと呼ぶ，90Br．，90番目の死亡老，（1425～36年の作画）。
　鎧師は，平らな面の金敷上で，鎧の腕の都分をハンマー加工している。板鎧
は鉄の薄板を細工用の小槌を用いて，叩き出Lて製作する。仕事場の背後の，
大きな窓の上枠に，鎧の腕甲，手袋，そLて胸甲が吊り下げてあ孔仕事場右
側の木の切株で出来た台には，薄鉄板を切る大バサミが固定してある。このよ
うな金属用のハサミは，中世後期になって創り出されたものである。
　板鎧の歴史に関Lては下記文献参照。
　Die　Innsbrucker　P1attner㎞nst．Katalog　Innsbruck1954．
　O．Gamber，Harnischstudien．VI．　Stilgeschichte　des　P1attenharni－
sches　von1蜘bis1510．Jahrb．d．kunsthist．SammIu㎎en　in　Wien．
Bd．51．1955，S．31～102．
R．Kel1emam　u．W．Treue，Die　Kulturgeschichte　der　Schraube．2．
Au且．M直ncheI11962，S．158～171．
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　Fi答48．板鎧鍛冶
（A血b．317．2o，Bd．I，42）
　Die　Befest1gungsschraube　im　Ham1sch，A　Frh．v　Re1tzenstem，Augs－
burger　P1attner　um　die　Mitte　aes16．Jahrhunderts．　Mせnchner　Jahrb．
d．bildenden　Kunst．Folge3，Bd．13．1962，S，163～178．
A．Frh．v．Reitzenstein，Die　OrdnungderMmberger　Plattner．Waf－
fen　und　Kos血㎜kunde．Bd．I，1959，S．54ff．
A．Frh．v．Re1tzenstem，Der　Wa鉦enschm1ed．Vom　Handwerk　der
Schwertschmiede，P1attner　md　B廿chsenmacher．Miinchen1964．
　鎧は，皮革製のものが先行してあり，次いで，布に小さい鉄片をつけて補強
した鎧衣が現われた。そして，9世紀末，布や皮の胴衣一面に鱗片状鉄片を重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くさoかたぴらね合せ，縫付けた鱗鎧が現われ飢11世紀には，これが鎖樺子（鎖鎧）に代わ
った。15世紀，火砲が出現すると，その弾丸から身を守るため，鉄板で作った
カニの甲羅のような板鎧になったのである。しかL，火器の進歩は著Lく，鎧
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の改善はこれに遅れをとる。そして16世紀に入ると，板鎧は単なる飾り物にな
ってゆき，一路衰退の運命をたどったのである。中世のヨーロヅバにおいては，
ニュルンベルクの鎧鍛冶，兜鍛冶は有名であっも
427．日傭取り
　日かせぎ人Friczと呼ぶ，91Br・，91番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　22v．（早稲田商学302号，p．196）の左右を逆にした図である。横長の切れ味
のよさそうな長柄の斧を肩にかついでいる。
　43．財団管理者
　1423年，Wilhelm　Mendelは慈善財団12人兄弟館の3代目の長老管理者と
なった。1425年，シ壬ソとユダの目の前の木曜日（10月25日）に没す。彼が管
理老であった2年の閻に，6人の館の兄弟を送り葬った。
管理者W1lhelm　Mende1（管理期間1423～25年）と夫人が祭壇の前に脆い
て祈っている。33Y一図と同じ敷物が祭壇を覆っている。この祭壇の背面の三面
の飾り衝立は彩色が施されていない。この衝立の中央部には，光輸と光芒に包
まれた幼児を抱いたマドソナ像が画かれている。衝立の両翼には何も画かれて
いない。管理者は胴着を着て，ゆったりLた長上衣を羽織り，手には黒色の数
珠を持ち，夫人は淡青色のマソトにポンネヅトを着用し，手には赤色の数珠を
持っている。各々の膝下には，メソデル家の紋章と，Teufe1家（夫人の旧姓）
の紋章カミ画かれている。
　43v．水筒作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g．49
　水筒やのBurckhardと呼ぶ，92Br．，92番目の死亡者，（1425～36年の作
画）。
　陳列窓に吊り下げてある水筒の中の1個は，特に注文されたのか，メソデル
家の紋章がついている。陳列台の上には，じょうごが置いてある。水筒やは，
金敷の上で，薄鉄板を叩き出し，水筒の片側になる都分を製作している。後で
これの部分を2ツ合せて水筒にするのである。出来た水筒は錫めっきされる。
　I74
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　　　　　　　　　　　　　Fi9．49．水筒作り
　　　　　　　　　　　　（Amb．317．2o，Bd．I，43v。）
水筒やは亦じょうごも製作する。
　μ．靴屋
　靴やのMertein（Martin）と呼ぶ，93Br．，93番目の死亡著，（1425～36年
の作画）。
　靴やは，屈曲Lた特殊なナイフで，左手のひぢにしっかりはさみつけた靴を
細工している。
　拠Y．革紐製造人
　革ひもやのFritzと呼ぶ，94Br．，94番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　14∀．（早稲田商学302号，p．188）と全く同一の図である。
　45．目傭取り
　日かせぎ人のJobsと呼ぶ，95Br．，95番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　45Y．毛羽立て工
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　Hans　yerberと呼ぶ・96BL・96番目g死亡者，（1425～36年の作画）。
　6v一図（早稲田商学302号，P．181，固9．14）の模写である。
　46．蹄鉄鍛冶屋
　蹄鉄やのFriczと呼ぶ，97Br．，97番目の死亡者，（1425～36年の作画）。
　修遣服（館の制服）に前掛けをつけた鍛冶やは，長い火ぱさみで，真赤な蹄
鉄を押え，小鑓で加工している。蹄鉄が置かれている金敷は，片側が角の様に
突起Lている。この部分で，丸型，筒型の加工物を細工するのである。この形
式の金敷は現在のものと殆ど同じである。鉄製ではたくて，青銅製の金敷なら
ぱ，角状突起のあるものが，青銅器時代の早期から使われていた。金敷が据え
られている，太い台木に，ダイス台とタガネ（鉄の小片を切り落す為のもの）
が置かれている。蹄鉄鍛冶やは，蹄鉄の他に，すき刃，斧，荷車の鉄輸も製作
する。仕事場の背後には，木炭燃料の火炉と，リンク装置で動かす輸が見える。
　釘で固定する蹄鉄は，ヨーロッバでは9世紀の終りになって現れた。
　蹄鉄に関しては下記文献を参照。
　Lynn　White　jr。，Medieval　technologyandSocial　cha㎎e．Oxford1962．
S．57－59．
　G．Carnat，Das　Hufeisen　in　seiner　Bedeutung価r　Kultur　und　zivi1isa－
tion．　Z廿rich1953．
　尚，鍛冶屋の歴史に関しては下言己文献参照
　F．Fuhse，Schmiede　und　verwandte　Gewerke　in　der　Stadt　Braunsch－
weig．Leipzig1930．
H．0肚aver，Der　gemanische　Schmied　md　sein　Werkzeug．Leipzig
1939（≡Hamburger　Schriften　zur　Vorgeschichte．Bd．2）．
F．W．Robins，The　smith．The　traditions　and1ore　of　an　ancient
　craft．　London1953．
　蹄鉄をつけることで，馬のひづめは保護され，また，よりLっかりと路面を1…
　！76
　　　　　　　　　「メソデル家12人兄弟館の書」について（2〕　　　　　　　177
とらえることができる。これにより馬の走行性は著Lく改善され，荷馬車の牽
引力は増大された。しかL，乗馬用の馬には，蹄鉄は容易に使用されなかった
らLい。11世紀以後になって，人も馬も鉄鎧で重武装され，馬への荷重が増夫
した。そこではじめて乗馬用の馬にも蹄鉄が使い出されたと言う。
　46Y．財団管理者
　1425年，聖ラインハルトの日（11月6日），創立着Conrad　Mende1の孫，
Marckhard　Mende1IIが，慈善財団12人兄弟館の管理者となる。同時に，カ
ルトジオ修遣院の管理者にも就任す。
　1438年，四旬節中の聖グレゴリウス祭の前夜（3月11日），Marckhart　Men－
del　II没す。彼は13年聞にわたり管理著を務め，その間28人の館の兄弟を送り
葬った。
　管理者1V［arquard　Mende1II（在任期間1425～38年）は，2人の妻Klara
Waldstromer（1424年死去）及びAma　Pδmer（1μ9年死去）と，祭壇右側
で，数珠をつまぐって祈りを捧げている。
　彼は黒の長靴下，当世風の亜麻布の袖のついた赤い胴着を身に着げてい乱
金具飾りのあるベルトには，鞄が吊り下げられている。淡青色と黒色のマント
を，それぞれ身に着けた夫人方は，各々が流行のボソネヅトを被っている。膝
下にはMende1家，Waldstromer家，Pδmer家を示めす紋章が置かれてい
る。
　祭壇の上面には2条の溝があり，その縁は色とりどりの小さいふさで飾られ
てい乱祭壇の飾り衝立は簡素た両開きのもので，中央部は神聖な聖者マウリ
ティウスがペソ画で画かれているが，その両翼部には何も画かれていない。
　47．鍛冶屋
　鍛冶やのHansと呼ぶ，98Br．，1424年，Letareの前日の水曜目（3月6
日）に死す。（1426～36年の作画）。
　35a．（本稿p．163）と同一の図である。ここでは，鉄片を火ぱさみで押え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1η
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て加工Lている。火炉の中にはたくさんの炭火と，長い火ぱさみ，火格子が見
られる。
　47マ。漁師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷg．50
　魚とりのFritz　Richte1と呼ぶ，99Br．，1424年死去す。（1426～36年の作
画）。
　修道服（館の制服）の腕をからげ，二叉の網で，養魚池の魚を取っている。
図の上部の桿には，底の開いた2個のヤナが見られる。その一方は編みかご製
で，他方は編んだ網で出来ている。
　人々は金曜日の斉日には，宗教の戎律を守って，肉に代って，魚を食Lた。
しかし，魚はいたみやすかったので，輸送が容易でなかった中世時代，生の魚
を食べる事ぱ高価でもあり極めて限られていた。固干し，塩蔵物，くんせい昆
が主であった。従って生の魚は犬部分が川や池・沼の淡水産のものである。富
　　固g・50．漁師
（A皿b．317．2o，Bd．I，47v．）
　Fig．51．税関吏
（Amb．317．2o，Bd．I，48）
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める人々の為には，養魚池がもうけられた。
　48．税関吏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．51
　1424年，老税関吏死す，100Br．，（1426～36年の作画）。
　3個の細長い窓のある城門の番小星カミ右隅に画かれている。その丸弓形の入
口に，税関吏が座っている。彼は，商品を運び込んで来た商人が左手に示す印
章を確かめ在がら，税金を受取っている。商人は，胴着を着け，襟首まで覆っ
ている頭巾をかぶり，腰に革の財布鞄と剣を下げている。
　48v．靴屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．52
　1424年，靴やKnewBe1死す，彼は毎目主薦文を800回も祈った。101Br．，
（1426～36年の作画）。この文章の下に，後日（16世紀になってから）の書き加
えがある。「主薦文800回，この男はEutychus（異端者）であり，信心ぶった
人間，偽善者，……である。」と。
　　Fig・52・靴屋
（Amb．317．2o，Bd．I，48マー）
　Fi9．53．錫器鋳物工
（Amb．317．2o，Bd．I，49）
1？9
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　仕事部屋の開いている窓の枠には，数珠が吊り下げてある。その左下に上掲
の文章が書かれているのである。この文は主薦文を目に800回も祈っていては，
他の事は何も出来る筈がないではないか，偽善者め，という皮肉をこめたいた
ずら書きである。
　49．錫器鋳物工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．53
　錫鋳物師のWolfhard親方と呼ぶ，102Br．，1428年，PhylipPiとJacobi
の目の次の火曜日（5月4日）に死す。（1428～36年の作画）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とoぺ　錫器親方は丸い腰掛けに座して，膝の上に横たへてある鋳型に，取瓶で錫を
鋳込んでいる。この職種の職人は，錫以外の金属を用いて鋳物を造るような仕
事ば取扱はない。錫鋳物師の造る製品は，錫製の蓋付ジョヅキや皿・鉢，或い
は敢手のある円筒状容器，下部のふくらんだ水差等である。鋳型は真録，石膏，
砂岩や粘土を用いて作られる。つぼを造るには図に見られるように，先づ，つ
ぼの開放鋳型（雄型の半分の型）に，雌型を半分まで挿入し，その間隙に，熔
融した錫を注ぎ込み，つぼの半形鋳物を作る。次いで同様の半形鋳物を更に鋳
造し，これら2ツの片側部品を合わせて，はんだ付げする。次いで，外形を整
え，底面を平らにするために旋盤で削り，仕上げるのであ乱
　仕事場の床には長方形の槽が埋め込まれている。これは熱くなった鋳型を冷
やすための冷却用水槽であ飢奥の机上には，出来上った蓋付ジョッキ2個と，
重ねて置いた鉢がある。
　49Y．石積み工
壁やのWemdleinと呼ぶ，103Br．，1428年，5月25目に死す。（1428～36
年の作画）。
　31v．（本稿，P．156）と同様な図である。石積み工の歴史に関しては下記文
献参照。
　H．A．Berlepsch，Chronik　der　Gewerbe．Bd．8．st．Gallen1853．
　D．Knoop　u．G．P．Jones，The　mediaeval　mason．Manchester1949．
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　50．刑吏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜＆54
　刑吏のPuchfe1derと呼ぶ，104Br．，1429年，復活祭直前の土曜日（3月19
日）に死す。（1429～36年の作画）。
　はげ頭の刑吏が大またで，急いで走っている。右手には長い警棒を持ち，左
手は肩から下げている長剣の柄頭を押えている。
　館の服装は，元来右袖が赤白の縞になっていたが，後になって修道服の色合
いに染色したのであることがこの図から分かる。
　50v、鳥配び屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．55
　Hermende1と呼ぶ，105Br．，1430年，10月14日死す。（1425～36年の作画）。
　20図（早稲田商学302号，p．193）と同様の図である。
　51．金細工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．56
　金細工人Sta雌e1steinと呼ぶ，106BL，1431年，謝肉祭前の土曜日（2月10日）
　　Fig．54。　珊一衰≡
（Amb．317．2。，Bd－I，50）
　Fi9．55．鳥配び屋
（Amb．317．2。，Bd．I，50v。）
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　ぷg．56．金細工屋
（Amb．317．2o，Bd．I，51）
に死す。（1431～36年の作画）。彼はニュルンベルグ市の上級参事会員であった。
　金細工師は，金敷の前で，三本脚の腰掛けに座して，縁飾りをLた円錐形の
コッブを，打出し用小槌で細工している。金敷は，打ち出L細工に都合良いよ
うに一端が球形をしており，他端は角状になっている。台の上には，出来上っ
た，大きな二重のふくらみを持つ高脚台のついた容器が置いてある。
　金細工職人に関しては下記文献参照。
　F．M．Fe1dhaus，Die　altesten　deutschen　Go1dschmied－Portr乞ts．Dtsch．
Uhrmacherztg．Jg．51．1927，S．217－220．
　E．MutschelknauB，Die　Entwick1mg　des　NOmberger　Goldschmiede－
handwerks－Diss．W亡rzburg．Leipzig1929．
　51v．車大工
　車大工Hansと呼ぶ，107Br．，1431年，万霊節の日（11月2日）死す。（1431
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～36年の作画）。
　10v．及び26Y、（早稲田商学，第302号皿184及びp．197）の模写である。
　52．蹄鉄鍛冶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿g．57
　1432年，ヤコブの日の前の水曜日（7月23日）に鍛冶や死す，108Br・・（1432
～36年の作画）。
　仕事の情況や道具等は，46。（本稿，P．176）に同じである。金敷の台木の上・
左前にタガネ，そして右前にダイス台が見られ孔ダイス台は・蹄鉄用の釘を
作るときに使用するものである。19図の釘製造人（早稲田商学，302号，p．192）
を参照。
　52v．毛皮衣料製造者　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．58
　1432年，毛皮衣料職人，聖ペテロの目の前の木曜目（1月26目）に死す・
109Br．，（1432～36年の作画）。
　Fig．57．蹄族鍛冶屋
（Amb．317．γ，、Bd．I，52）
Fi9．58．毛皮衣料製造者
（Amb∴317．2。，Bd．I，52v．）
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　7図（早稲田商学，302号，p・182）と同様の図である。
　53．靴屋
　1432年，クリスマスの前の水曜日（12月24日），靴や死す，110Br．，（1432～
36年の作画）。
　1∀．，17v．，23，35av．，μ，48v，（早稲田商学302号，p．176，p．190，p．196及
び本稿，p．163，p．175，p．179）を参照。
　53v．染色工
　染やのHans　Kagと呼ぶ，1433年，ウルバニの前の土曜日（5月23日）に
死す，111Br．，（1433～36年の作画）。
37v．（本稿P．166，㎜g．42）と同じ図である。布を茶に染めている。
　54．革紐製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9’59
　革ひもやのHeintzと呼ぶ，1433年，聖シモソ及びユダの前夜（10月27日）
　Fi9．59．革紐製造人
（Amb－317．2。，Bd．I，54）
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死す，112Br．，（1433～36年の作画）。
　革職人用の半月形の包丁はエジブトの時代から便用されている古い道具であ
る。革紐屋は革なめしも行う。14v・（早稲田商学，302号，p・188）及び44v・
（本稿p．175）参照。
　54v．鐘楼守
1433年，万聖節の目（11月1日）鐘楼守死す，113Br．，（1433～36年の作画）。
　6，24図（早稲田商学，302号，p．181及びp．196）参照。
　55．召使い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・60
　Cuncz1mと呼ぶ，1434年12月27日死す。114Br，（1434～36年の作画）。
　鍵束を修道服（館の制服）のベルトに下げた召使いが，長帝で路を掃き清め
　　　　　　　　　　　　くちぼLく一つている。足にはトリッベソ（曙靴）を履いている。トリッベンは，先端が囎状
に尖って，前方につき出た形の，高足の木製サンダルであ乱中世では・人々
　　Fig．60．召使い
（A血b．317．γ，Bd．I，55）
Fi9．61．らしゃ小売商人
（Amb．31τヅ，Bd．I，55孔）
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は夜中に，街路にごみや汚物を投げ捨てた。従って夜間外出する時は，特に足
を汚さぬように，トリッベンの上に靴を履いて歩いた。
　55v．らしゃ屋小売商人　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．61
　らしゃ小売人Seytz　Langと呼ぶ，1434年，クリスマスの前の水曜日（12
月22日）に死す，115Br．，（1434～36年の作画）。
　お客の買い気をそそるような手つきをしたらしゃ小売人が，色とりどりの反
物を載せた屋台の前に立っている。屋台は美しい木目の板で作られており，そ
の前面は，四ヶ所，丸弓形にきりぬいてある。屋台の前には，ひもでくくられ
た反物の荷が置いてある。
　56．錠前作り
　南京錠製作者，Cuncz　POxstor任erと呼ぶ，1434年，マルガレーテの日の前
の木曜日（7月8日）死す，116Br．，（1434～36年の作画）。
　25v・（早稲田商学，302号，p．197）参照。
　56v．大工
　年老いた大工，1434年，マルチソ祭の前の木曜日（11月4日）に死す，117
Br．，（1434～36年の作画）。
　37図（本稿p・164，珊g・41）と同一図である。
　57．水筒作り
　水筒作りのFortschと呼ぶ，1435年，エルハルディ祭の後の火曜日（1月
11日）死す。118Br。，（1435～36年の作画）。
　32及び43v。図（本稿p．158及びp．174，Fi9．49）を参照。
　57v．馬具製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g－62
　馬具作りのCuncz　Gerung，1435年，3月19日死す，119Br．，（1435～36年
の作画）。
　14図（早稲田商学，302号，p．188）と同様の図であるが，職人がポンチで，
ホック穴をあげている点が相違Lている。
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　　　　　　　　　　　　　固9．62．馬具製造人
　　　　　　　　　　　　（Amb－317．2。，Bd．I，57v．）
　58．荷馬章の駆者
　荷馬車の駆者，Hans　Auracher，1435年，5月15日死す，120Br．，（1435～
36年の作画）。
　27v．（早稲田商学，302号，p．198）及び，41v．（本稿，p．172）と同一図で
ある。
　58v．数珠作り
　数珠作りのHansと呼ぶ，1435年，聖マルグレーテの目に死す，121Br．，
（1435～36年の作画）。
　13図（早稲田商学，302号，p．186，聰g．20）参照。
　59．外科医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ng．63
外科医，JOrg　Werrer親方，1436年，聖フィリィプ並びにヤコブの日（5
月1日）に死す。彼はかつて，チェコのプラーグに住んでいたが，1419年のフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187
　188　　　　　　　　　　　早稲田商学第305号
ス戦争（フスの宗教改革に基ずくチヱコの内乱）の際，やっとの事で脱出し帰
国して来たのである。122BL，（1436年の作画）。
　袖口を毛皮で縁取りした修道服（館の制服）を着た外科医が，木のヘラで左
手に載せている膏薬を押L廷べてい乱机上には蓋の開いている薬箱と，円筒
形の軟膏のカソが2本置いてある。建物の入口には，ニュルンベルク市の紋章
の下に，軟膏のカソを吊した外科医の看板が下げてあ乱後部に見える建物の
側面には，小さいが格子のはまった窓と，丸弓形の窓があ私そLて正面には，
飾り円柱の入った窓がちらっとだが見える。さすがに立派な造りである。
　1559年，外科医及び床屋が，内服薬を処方すること，並びに内服薬を投与す
ることが禁止された。
　参考書；Egon　PhilipP，Das　Medizinal－md　Apothekenrecht　in　N亡m－
berg．　Frankfurt　a，Main．1962（＝Que11en　u．Studien　z．Gesch．d．Phar一
　Fig．63．外科医
（Amb．317．2o，Bd．I，59）
　　Fig．64．肉屋
（Amb．317．2o，Bd．I，59vっ
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mazie．Bd．3，S．62）．
　59Y・肉屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．64
　肉屋のHans　Lengenfelder，1436年死す。123Br，（1436年の作画）。
　　　　　　　　　　　　　吉注いた　肉屋は，厚いがっしりLた姐板の上に置いた豚の下腿を，重そうな手斧でぶ
ち切ろうとしている。手斧は，部厚い平らな鉄板で出来ており，背の部分には
小半円形の欠き目がつけてある。姐板の前の部分には，陳列台がとりつげてあ
り，豚の頭と肉の切身そして脚が一本並べてある。亦姐板の左隅には柱が固定
されており，天秤が吊り下げられている。背後の壁には，あぱら肉の夫きな切
身と・くしに吊したたくさんのソーセージが下っている。犬きな屠殺用のなた
も掛けてある。
　14世紀の頃から，商品の品質，重量，価格について，厳重な規定が各都市が
定められるようになった。そして市の役人が，定期的に検査するようになっ
た。亦，食品の衛生についても同様の厳しい規定が出された。例へぱ1351年，
エルフルト市の規定によれぱ，r市場へ持って行く獣肉は新鮮でなげれぱなら
ず，大きな獣肉と兎は2日間，しゃこ，その他の鳥は1日間しか売ることを許
されなし・〇一…一・」
　ところで肉の中では，牛肉よりも豚肉やマントが好まれたようである。
　肉屋の職人に関する歴史については下記文献を参照。
　Car1L．Sachs，Metzgergewerbe　und　F1eischversorgung　der　Reichs－
stadt　NOmberg　bis　zum　Ende　des30j独rigen　Krieges．Mitt．d．ver．
f．Gesch．d．Stadt　N廿rnberg．H．24．1922，S．1－260．
　0．D．Pottho丘，I11ustrierte　Geschichte　des　deutschen　F1eischer・Hand・
werks．Berlin1927．
Emst　Joham，Das　Jahr　des　Metzgers．Wiesbaden－Biebrich1957．
　60．ビール作り
　1437年，聖Jobst施療院（ニュルソベルク市の癩施療院）で，ビールやの
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親方Jorg死す。彼は罪深き人，癩病人になったので当館から移ったのであ
る。124Br．，（1437年の作画）。
　20v．図（早稲田商学，302号，P．193，Fig．28）の模写である。五角星形の看
板の代わりに，木片を組んで網目をLた長四角の看板であ乱
　60v．染色工
　1437年，染色工，Sei屹Lang死す。彼は他の職業から染色職人に変ったの
である。染色職人への変更の許可は，彼がローマヘ巡礼しているときだった。
125Br．，（1437年の作画）。
37w図（本稿・P・166・Fig・42）及び53v・（本稀，P・184）と同様の図である。
（注）　解説に際して参照した参考文献は，一々挙げる繁雑さを避げて，一括して記載す
　　ることにしたo
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